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市民ワークショップについて 

（１）実施概要 

・実施時期：10月下旬～11月中旬 

・想定参加人数：20～30名（市民、学生、事業者等） 

・グループ分け：１グループ当たり6～7名程度：意見交換しやすい人数体制 

・１グループにファシリテーター（進行・とりまとめ役）を配置 

・討議内容：ステップ１として、現状・課題、ステップ２として、課題解決のための取組（市、市民、

事業者が果たす役割：誰が何を実践するのか）を討議 

 
（２）進め方：２時間 30 分を想定 

項目 内容 時間 

開会・挨拶 ・趣旨説明など 0：05 

オリエンテーシ

ョン 

・環境基本計画とは（目的、位置づけ、計画の概要） 

・ワークショップの進め方 0：15 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

自己紹介 ・１人１分程度 0：25 

ス テ ッ プ

１ 

・現状・課題について意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 1：05 

休憩  1：15 

ス テ ッ プ

２ 

・課題解決のための主体別取組について意見交換 

 

 

 

 

 

 

 

 1：55 

発表 ・各グループの成果を発表し、全員で共有 

（１グループ×５分程度） 2：20 

閉会 ・総評、お礼など 2：30 
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環境の現状・課題

に関する意見を

付箋用紙に記入 

出された意見を

分類・整理 

エコライフ 

見え

る化 
 

再エネ 

 

  

 

ステップ１の課

題に対して、市

民、事業者、市が

果たす役割を付

箋用紙に記入 

出された意見を

分類・整理 

事業者 

市  

市民 

 

  

 


